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1.  平成23年12月期第1四半期の業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日） 

（注）当社は、平成22年８月25日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。 

(2) 財政状態 

（注）当社は、平成22年８月25日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。 
 

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第1四半期 5,110 25.1 517 76.4 523 77.2 286 70.0
22年12月期第1四半期 4,083 23.9 293 49.8 295 56.0 168 55.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年12月期第1四半期 19.36 18.97
22年12月期第1四半期 22.75 22.37

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第1四半期 6,769 3,443 50.4 230.55
22年12月期 6,723 3,256 48.0 218.59

（参考） 自己資本   23年12月期第1四半期  3,408百万円 22年12月期  3,227百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

 当社は、平成22年８月25日付で普通株式１株を２株の割合で株式分割を実施しております。平成22年12月期の中間配当は株式分割前の金額であり、当
該株式分割を考慮すると平成22年12月期の年間配当金は15円に相当いたします。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 15.00 ― 7.50 22.50
23年12月期 ―

23年12月期 
（予想）

9.00 ― 9.00 18.00

3.  平成23年12月期の業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

9,939 19.5 813 27.9 807 25.7 447 21.7 30.28

通期 20,548 16.2 1,611 23.2 1,604 21.0 900 19.8 61.00



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）当社は、平成22年８月25日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期1Q 14,884,800株 22年12月期  14,864,400株

② 期末自己株式数 23年12月期1Q  100,140株 22年12月期  100,118株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期1Q 14,776,667株 22年12月期1Q  7,397,085株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、 
業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
 なお、上記予想に関する事項は添付資料の３ページを参照してください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とした新興国向けの輸出の増加等による企業成績の

回復傾向が見られるなど、景気は持ち直し、穏やかながら回復基調で推移していたものの、東北地方太平洋沖地震

の影響及び電力供給の制約などから、国内経済に及ぼす影響は計り知れず、当面、景気悪化が懸念される厳しい状

況となっております。 

一方、当社が主として販売する工場用間接資材業界におきましても、国内製造業の稼働率の上昇により、生産活

動が回復基調で推移し、製造設備の交換部品や消耗品等の需要もようやくリーマンショック以前の水準まで回復し

つつあったところでの震災の影響により、個人消費の落ち込みに加え、工場の損傷や電力不足を受けて生産、輸出

が低迷し、今後の復興需要に期待しつつも、極めて先行き不透明な状況となっております。 

このような経済環境のなか、当社は、データマイニングツールを活用した効率的なファクシミリやダイレクトメ

ールによるチラシの発行、インターネットを使った広告など、引き続き積極的なプロモーション活動を展開し、さ

らに、これまでターゲットとしていなかった顧客層へ向けてのオフィス・店舗用品カタログを新規に発行するな

ど、顧客の離脱防止と新規顧客の獲得に注力してまいりました。また、Webサイトにおきましては、絞り込み検索

や関連検索が可能で、検索にかかる時間を短縮化できる新商品検索エンジンを導入するなど、顧客の幅広い要望に

対応すべく、顧客の利便性向上にも積極的に取り組んでまいりました。このほか、販売面では、日替わり特価の実

施など、顧客の購買意欲の高揚策も積極的に行ってまいりました。さらに、震災後すぐに、東北地方の被災地への

物資輸送のため、運送会社と連携し、被災地が求める安全用品、工事用品、照明等の資材を運送会社の東北地方の

営業所止めで商品配送できる被災地必要資材購入サイト“PSEN.MonotaRO”を新設いたしました。なお、同サイト

の売上の一部は、被災者への義援金として、日本赤十字社を通じて寄付することといたしました。これらの施策を

実施したことにより、当第１四半期会計期間中に33,031口座の新規顧客を獲得することができ、当第１四半期会計

期間末現在の登録会員数は、605,163口座となりました。 

以上の結果、当第１四半期会計期間における売上高は5,110百万円（前年同期比25.1%増）となりました。一方、

利益面では、出荷量の増加に伴う物流部門を中心とした人員増加による人件費の増加等、売上高増加による変動費

用の増加はあったものの、売上総利益の増加で十分吸収できたため、営業利益は517百万円（前年同期比76.4%

増）、経常利益は、円高による為替差益の発生もあり523百万円（前年同期比77.2%増）、第１四半期純利益は286

百万円（前年同期比70.0%増）と大幅な増益を達成することができました。 

事業の品目別の業績概況は、次のとおりであります。 

①工場消耗品 

電動・空圧工具、清掃用品、マスク及び手袋等全てのカテゴリで前年売上を上回った結果、売上高は

2,304百万円（前年同期比17.8%増）となりました。 

②工場交換部品 

電気材料、物流・保管用品、梱包用品等が好調に推移したほか、自動車アフターマーケット向け自動車整

備・トラック用品の売上増が大きく寄与し、売上高は1,936百万円（前年同期比27.1%増）となりました。 

③その他 

科学研究・実験器具、照明器具、事務用品等の好調に加え、工事用品関連商品の売上増により、売上高は

869百万円（前年同期比44.1%増）となりました。 

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末の総資産は、配当金及び法人税の支払による現金及び預金の減少等がありましたが、売上の増加

に伴う売上債権及びたな卸資産等の増加により、前事業年度末と比較して45百万円増加し、6,769百万円となりま

した。純資産は配当金の支払がありましたが、四半期純利益を286百万円計上したことにより、前事業年度末と比

較して186百万円増加し、3,443百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は前事業年度末と比較して2.4ポ

イント増加し、50.4％となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ239百万

円減少し、1,001百万円となりました。 

当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況と主な増減要因は次のとおりであります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の減少は41百万円（前年同期比85.4％減）となりました。主な増減は、税引前四半期純利益

496百万円、仕入債務の増加249百万円、売上債権の増加149百万円、未払金の減少273百万円及び法人税等の支払額

392百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の減少は99百万円（前年同期比101.5％増）となりました。これは主に、有形及び無形固定

資産の取得による支出77百万円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の減少は98百万円（前年同期比47.9％減）となりました。これは主に、配当金の支払104百

万円によるものであります。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

わが国経済は、ようやく低迷期を脱し、穏やかな景気回復傾向にあったところ、このたび発生いたしました東北

地方太平洋沖地震の影響で生産活動の停滞や雇用情勢の悪化を招き、当社の主たる顧客である中小の製造業や自動

車整備業等の業況判断は、先行きに不安を抱えた厳しい経済環境となるものと予想されます。 

このような経済環境のなか、当社の第１四半期会計期間の業績は計画を若干上回るペースで推移し、今後は震災

からの復興需要も期待できるとはいうものの、原油価格の上昇による資材の高騰、地震の影響による電力供給の制

約やサプライチェーンの立て直しの遅れなど、日本経済に影響を及ぼす景気の下振れ懸念により、先行きは極めて

不透明な状況であることから、平成23年1月28日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①  簡便な会計処理 

a.  固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

b.  繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められる場合は、前事業年度において使用した将来の業績予想や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②  四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を

適用しております。 

なお、当社の資産除去債務は建物等の賃貸借契約の原状回復義務に関するものであり、賃貸借契約に関する

敷金が資産に計上されていることから、資産除去債務の負債計上及びこれに対応する除去費用の資産計上に代

えて、当該敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち過年度及び当第１

四半期会計期間に帰属する金額を費用計上する方法を採用しております。 

これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ1,985千円減少し、税引前四半期純利益が25,167千円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始により、投資その他の資産の「差入保証金」が25,167千円減少して

おります。 

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,001,016 1,240,833

受取手形及び売掛金 2,380,088 2,230,131

商品 1,670,554 1,601,291

未着商品 89,341 45,861

貯蔵品 34,555 51,864

未収入金 529,651 554,223

その他 159,277 140,618

貸倒引当金 △28,785 △23,646

流動資産合計 5,835,699 5,841,178

固定資産   

有形固定資産 189,708 162,623

無形固定資産 545,124 530,690

投資その他の資産   

差入保証金 147,593 150,696

その他 67,785 56,322

貸倒引当金 △16,872 △17,688

投資その他の資産合計 198,506 189,331

固定資産合計 933,339 882,645

資産合計 6,769,039 6,723,823

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,779,076 1,534,220

短期借入金 800,000 800,000

未払金 315,156 564,934

未払法人税等 227,661 405,693

賞与引当金 55,433 22,056

役員賞与引当金 7,937 12,656

その他 108,176 100,217

流動負債合計 3,293,442 3,439,779

固定負債   

役員退職慰労引当金 32,318 27,357

固定負債合計 32,318 27,357

負債合計 3,325,761 3,467,136

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,695,822 1,692,844

資本剰余金 500,360 497,381

利益剰余金 1,295,787 1,120,457

自己株式 △83,388 △83,367

株主資本合計 3,408,581 3,227,316

新株予約権 34,695 29,370

純資産合計 3,443,277 3,256,687

負債純資産合計 6,769,039 6,723,823
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 4,083,833 5,110,904

売上原価 2,960,272 3,670,587

売上総利益 1,123,561 1,440,317

販売費及び一般管理費 830,089 922,520

営業利益 293,471 517,797

営業外収益   

受取利息 36 13

為替差益 3,196 5,116

その他 2,167 3,510

営業外収益合計 5,399 8,641

営業外費用   

支払利息 2,171 1,939

たな卸資産処分損 － 495

その他 951 5

営業外費用合計 3,123 2,441

経常利益 295,748 523,997

特別損失   

固定資産除却損 151 1,525

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,776

特別損失合計 151 27,302

税引前四半期純利益 295,596 496,694

法人税、住民税及び事業税 115,519 220,709

法人税等調整額 11,803 △10,076

法人税等合計 127,322 210,633

四半期純利益 168,273 286,061
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 295,596 496,694

減価償却費 44,111 53,895

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,109 4,323

賞与引当金の増減額（△は減少） 17,966 31,460

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,400 △4,718

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,839 4,961

受取利息及び受取配当金 △36 △13

支払利息 2,171 1,939

為替差損益（△は益） △3,196 △5,116

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,167

売上債権の増減額（△は増加） △209,853 △149,957

たな卸資産の増減額（△は増加） △70,438 △95,433

未収入金の増減額（△は増加） △26,712 24,572

仕入債務の増減額（△は減少） 52,349 249,972

未払金の増減額（△は減少） △54,760 △273,594

その他 23,499 △11,047

小計 80,244 353,107

利息及び配当金の受取額 36 13

利息の支払額 △2,179 △1,959

法人税等の支払額 △364,690 △392,947

営業活動によるキャッシュ・フロー △286,588 △41,785

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,206 △22,896

無形固定資産の取得による支出 △40,353 △54,896

差入保証金の差入による支出 － △22,064

その他 1,010 36

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,549 △99,821

財務活動によるキャッシュ・フロー   

ストックオプションの行使による収入 3,153 5,956

自己株式の取得による支出 － △21

配当金の支払額 △191,661 △104,145

財務活動によるキャッシュ・フロー △188,508 △98,210

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △524,647 △239,817

現金及び現金同等物の期首残高 1,532,574 1,240,833

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,007,927 1,001,016
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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